
第１学年 国語科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）13：30～14：15

授業者：野中 映里

場 所：１年５組教室

１ 単元名 「いろいろなおはなしを読もう『おとうとねずみチロ』」

２ 単元の目標 ・様子を思い浮かべながら読むことに関心をもち，進んでいろいろなお話を読もうとしている。

・登場人物の様子や気持ちを思い浮かべながら読み，いろいろなお話を読み広げる。

３ 本時の指導

本時のねらい ・第２場面（P55L4～P57L8）での音読の工夫を考えることを通して，自分のチョッキがないことへの不安を募らせ，よい方法を必死に

考えるチロの様子と気持ちを思い浮かべることができる。

目指す児童の姿（表現） ・音読の工夫とその時の気持ちについて考えたことを教科書本文やノートに記入したり，友達の意見と関連付けて話したりすること

ができる。

１０１の授業技術

１ 第２場面（P55L4～P57L8）をお気に入り

だと挙げた児童の理由と，音読（１～２名）

を聞く。※ＩＣレコーダーで録音（５分）

２ 本時のめあてをつかむ。（３分）

３ チロの様子や気持ちが伝わるように工

夫して音読したい言葉や文を探し，教科書

本文やノートに自分の考えを書く。

（１０分）

４ ペアで自分の考えを話し，音読を聴き合

う。 （５分）

５ 工夫したい言葉や文を挙げながらチロ

の様子や気持ちを全体で話し合い，音読す

る。 （２０分）

６ 本時の学習を振り返り，次時への意欲付

けを行う。 （２分）

音読の工夫とその時の気持ちについて考

えたことを教科書やノートに記入したり，友

達の意見と関連付けて話したりしている。

【ＴＣＣＣで読みを広げるための指導】

・音読の工夫を全体で話し合う過程で，話し合

いを焦点化し，チロの様子や気持ちをより詳

しく想像させるために，第２場面にあるチロ

の二つの会話文の音読の仕方に着目させる。

そして，二つの会話文の音読の仕方とそのと

きの気持ちを考えさせる。

【思考を深める段階での ICT の活用】

思考導入段階

・様子や気持ちが伝わる音読の工夫を考えさせ

るために，ＩＣレコーダーで録音した音読を

全員に聞かせ，音読の工夫が必要な言葉や文

を探すことに問題意識をもたせる。

思考展開・発表段階

・電子黒板に映し出された本文上で，自分が探

した言葉や文にサイドラインを引かせ，自分

の考えを発表させる。

「そうだったらどうしよう。」を心配そうに

読みます。「ほんとうはとてもしんぱい」と

書いてあるし，もしかしたら自分のことをわ

すれちゃったかもと思ったからです。

○○さんに付け足します。にいさんねずみ

とねえさんねずみに「チロのはないよ。」と

言われたから悔しいという気持ちだから，強

く読んだらいいと思います。

チロのきもちがつたわるようにするには，ど

のようによんだらいいのだろうか。

「そんなことないよ。」は，おこっているよ

うに大きく読むといいと思います。

学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

困ったなあという気持ちで，元気なく読み

ます。チロは字が書けなくておばあちゃんに

自分のチョッキがあるか聞きたいのに聞け

なくて困っているからです。


